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である。 i綾瀬，食料品，鉄鋼製品，機械，肥料，木材，拠物等

22 の氏率グノレープに分類されている 。例外貨率による貨物の輸

送量は総位の 80% にも途する。

なお貨物迎賃改正案が運輸若手判所に提出され， 1955 年現在な

お審議中である。これは 1947 年迎輸法によ って国有化された

長距離貨物自動車運送が 1953 年運輸法によ って民有に還元さ

れ，鉄道と自動車巡送がふたたひ.競争体制lにもどったため，こ

れに対する捕置の 1 っとしてとられたもので，この案による改

正の要旨はつぎのとおりである。

(7) 巡11負担力主義を基訓 とする貨物等級制度を貨車高't i!ii:効

率主義を基調とすることに改め，貨物の重量，とう載能力，絞

込可能性を基礎として等級を決定する。

(イ) i!ò!)jl]的に巡輸容判所の認可を必嬰とした従来の貨物迎í't

制度を改め，最高巡氏についてのみ五li翰若手判所の認可を必裂と

し，鉄道はこの最高速貨の絶間内において自由裁量;によって笑

施運賃を決定しうることとする。

(坊 対人的差別主llr{の適用は禁止されていたが， この禁止を

解除する。

(エ) 宣ll !"'"(公示の義務は談さないこ ととする。したがって鉄道

は最高巡穴のみを公示すればよい。

6 経理

(1) イギリス運輸債券 (Bri tish Transport Stock) イギリ

ス述輪自主券は 1947 年連輸法の定めるところによって並区輸委員

会が運輸大臣の同意と大政省の承認を経て発行することのでき

る事実上イギリス政府証券であって，資本勘定に員*せらるべき

氷統工事にほ1する所主主資本の調達，イギリス巡輸位券の償還，

運転資本の調主主，事業の買収に対する布Iì償金に充当する資金の

誠迷，その他資本的支出となるべき諸支出に充てる資金の羽i主

のため発行するものである。

運輸依券は額聞と等Iòliで発行され， 元金および利子に[刻して

は大政省によって保証されている。また発行された運輸債券は

ロンドン株式取引所で相場がつけられ， I~I 由に売買することが

できる。

運輸企業国有化に当って，イギリス政府がi反 ltJ した鉄道，巡

河会社の証券はすべて運輸債券によ って肩代りされた。肩代り

された運輸依券の極類と金銅は第 3 表のとおり であ る e

第 3 表運輸依券の紐類と金古fi

極 町l 償遺却j 限 金官官(単位万ポンド)

3 分利 付述 4自民券 1978-1988 105.240 

" 1967-1972 1.290 

" 1968-1972 6.655 

3.5 分利付.illi納 m 券 1952 9 

計 113.194 

鉄道会社株はもっぱら 1978-88 年を償還期限とする 3 分利

付主II輸依券と交換されたが，これら鉄道会社株の総舗は 92， 731

万ポンドに途した。

連輸委員会は司I業の譲渡に対する補償金およひ'主I!輸ß'( ~ýの償

還に充当する場合以外に一時的借入金をするため運輸bU主主発

行することができるが， この場合の発行限度は 1953 年五II愉法

第 26 条によって 27 ，500 万ポソドに制限されている。

(2) 営業収支 イ ギリス巡輸委員会はその業務守 (7) 輸送

業務 (イ) その他活動に大別し，輸送業務はさらに (7) 欽泊

貨客輸送サーピス (イ)鉄道集配 ・ 活路サービス (扮 イギリ

ス道路サービスの道路連送 件) 地方 ・ スコ y チソシュ ・ グル

ー プの道路旅客サ ー ピス (刻 ロ ソド γ運輸幼)船舶(キ)

内陸水路巡送の 7 項目に分ち，その他活動については (7) ド

ック ・ 港湾 (イ) 輸送以外の内陸水路 (世) ホ テ ル ・ 食堂 (エ)

間業広告 (オ) 土地店舗i貸付の 5 項目に分ち，各項目別に毎年

収支の計 算を行い，最後に全項目の分を集計し， その合計額よ

り資本償却，中央の管理に裂する諸政および利子を控除した結

来をその年度の最終的勘定としている。

以上の分類にしたがつて l四94ω9 ないし 54 年度のイギリス欽道

紛送サ一ピスおよひび.同集田配日サ一ピスの

(Aおよひび; B ) のとおお.りである。

第 4 表 A イギリス鉄道貨客輸送サー ピス営業収支差是

(11\位千ポン ド)

年度 収 入 支 出 1!1;業益金 営業係数 %

1949 325 ,489 312.828 12.661 96 

1950 340.070 313.740 26.330 92 

1951 372.722 337.769 34.953 91 

1952 403.357 363.756 39.601 90 

1953 421.390 386.330 35.060 92 

1954 435.520 418.951 ]{i.569 96 

B イギリス鉄道集配サービス営業収支表

(単位千ポンド)

支 出 営業益金 営業係数回

8.600 12.320 3.7∞(欠) 143 

1950 9,561 12.336 2,775 (欠) 129 

1951 10,563 13,873 3.310 (欠) 131 

1952 11.318 13,900 2,582 (欠) 121 

1953 11.723 13,795 2,072 (欠) 118 

1954 12,160 13,980 1,820 (欠) 115 

~~; 4 表のようにイギリス鉄道貨客輸送サーピスは毎年利益を

挙げているが，集自己サー ビスは引統き欠損をl1\している。しか

し集配サービスの欠損は比較的少傾であって，両サービスを含

めたイギリス鉄道はなお相当の利根lをおげている。

運輸委員会は 1947 年玉II輸法の定めるところによってすべて

の国有巡輸をー休として収支の均&ïのとれるよう経tきする義務

企負っている。したがって醤業収支を論ずる場合鉄道の分のみ

をとり上げる ことは実際的でなく， 全体の収支について検討す

ることが必袈である。

1948 ないし 54 年の運輸委員会の総合収支は第 5 表のとおり。

第 5 表総合収支表 (11\位 100 万ポ'/ 1-")

支出 剰余(+)

また 11
諸管 j~!獄 中央 特資本殊償圭EllEE!L 

'I'l. 手11子目 欠!f.l(ー)

五日「 46.9 I 3.0 -4.7 

1949 48.6 ! 3.5 -20.8 

1950 49.8 ! 4.3 -14.1 

1951 46.2 . 2.8 +0.1 

1952 1 55.7 47.3 3.9 +4.5 

59 ,4 51.8 3.4 +4.2 

1954 45.5 53.8 3.6 -11.9 

~; 5 表によって明らかなよ うに巡輸委員会は総合収支におい

て，運輸固有{長引続き 3 年l昔i欠損念出したが ， 1949 年はとくに

2 千万ホンドの欠損を出した。その後 1951 ないし 53 年におい

て若干の利益をあけ'たのであるが ， 1 954 年にはおよそ 12 百万

ボ γ ドの欠引を生じた。

ドック ・ 港湾.内陸水路，ホテノレ ・ 食堂， ロンド Y巡愉 (道

路)のごときはほとんど毎年欠倒とな っ ており，また第 2 次大

一一ーる 2 一一ー




